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【情報提供】皮膚障害等防止用保護具の選定マニュアルの 

公表について（連絡） 

 

 標記について、厚生労働省労働基準局安全衛生部化学物質対策課より、下記の

とおり連絡がありましたので、貴団体加盟企業に周知方よろしくお願いします。 

 

 

【「厚生労働省労働基準局安全衛生部化学物質対策課」からの連絡文】 

日頃より安全衛生行政にご理解ご協力いただいておりまして誠にありがとうござ

います。 

厚生労働省労働基準局安全衛生部化学物質対策課です。 
  

令和６年４月から皮膚等障害化学物質等を取り扱う場合の保護具の使用が義務づ

けられることを踏まえ、事業者の方々が適切な保護具を選択、使用できるよう、化学

防護手袋の選定方法等についてまとめたマニュアルを今年度の厚生労働省の委託事

業で作成し、今般、マニュアルを厚労省の HPに公表いたしました。 

皮膚障害等防止用保護具の適切な選択・使用・保守管理の実施を推進するため、貴

団体におかれましては、関係する傘下会員事業場等に周知等にご協力いただけます

と幸いです。 

どうぞよろしくお願いします。 
  

【マニュアルの掲載場所】 

mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000099121_00005.html 

マニュアル 

 皮膚障害等防止用保護具の選定マニュアル（第１版 令和 6年 2月） [PDF：4,398KB]、 リ

ーフレット[PDF：798KB]、 参考情報１：皮膚等障害化学物質及び特別規則に基づく

不浸透性の保護具等の使用義務物質リスト（Excel 版、pdf 版）、参考資料２：耐透過性

能一覧表（Excel 版、pdf 版） 
  
～本マニュアルの作成趣旨及び概要～ 

皮膚刺激性はない物質が皮膚から吸収され発がんに至ったと疑われる事案も発生

していることを受け、労働安全衛生規則の一部が改正され、皮膚等障害化学物質等

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000099121_00005.html
https://cms-www.mhlw.go.jp/alaya/public_service?CONTENT_TYPE=application&CONTENT_SUB_TYPE=pdf&FILE=content/202303/0010832811.pdf&path=bfa74ae048b5359e7453fbca2d7073583556833dbe4f3cee6923ab612c596ae2e340b6b9183cec3b570176af7373a044e25b33748b2ee875538dba0ea63836459b1b0e325ca459ff&e=c26c685c30b29b0633bea54847eaf841e70470c1d527825cc2edbcb62432f395
https://cms-www.mhlw.go.jp/alaya/public_service?CONTENT_TYPE=application&CONTENT_SUB_TYPE=pdf&FILE=content/202403/0012169852.pdf&path=bfa74ae048b5359e7453fbca2d7073583556833dbe4f3cee6923ab612c596ae2e340b6b9183cec3b570176af7373a044e25b33748b2ee875538dba0ea63836459b1b0e325ca459ff&e=c26c685c30b29b0666b35adb7e50fda0213b783063f6d26e6626790a8ccceccf
https://cms-www.mhlw.go.jp/alaya/public_service?CONTENT_TYPE=application&CONTENT_SUB_TYPE=pdf&FILE=content/202402/0012168181.pdf&path=bfa74ae048b5359e7453fbca2d7073583556833dbe4f3cee6923ab612c596ae2e340b6b9183cec3b570176af7373a044e25b33748b2ee875538dba0ea63836459b1b0e325ca459ff&e=c26c685c30b29b065db8e85a106608781470ea3291263b3ac2edbcb62432f395
https://cms-www.mhlw.go.jp/alaya/public_service?CONTENT_TYPE=application&CONTENT_SUB_TYPE=pdf&FILE=content/202402/0012168181.pdf&path=bfa74ae048b5359e7453fbca2d7073583556833dbe4f3cee6923ab612c596ae2e340b6b9183cec3b570176af7373a044e25b33748b2ee875538dba0ea63836459b1b0e325ca459ff&e=c26c685c30b29b065db8e85a106608781470ea3291263b3ac2edbcb62432f395
https://cms-www.mhlw.go.jp/alaya/public_service?CONTENT_TYPE=application&CONTENT_SUB_TYPE=vnd.openxmlformats-officedocument.spreadsheetml.sheet&FILE=content/202402/0012169891.xlsx&path=bfa74ae048b5359e7453fbca2d7073583556833dbe4f3cee6923ab612c596ae2e340b6b9183cec3b570176af7373a044e25b33748b2ee875538dba0ea63836459b1b0e325ca459ff&e=c26c685c30b29b065db8e85a10660878e6da8fde7c174951b97fb14770c9145b
https://cms-www.mhlw.go.jp/alaya/public_service?CONTENT_TYPE=application&CONTENT_SUB_TYPE=pdf&FILE=content/202402/0012169901.pdf&path=bfa74ae048b5359e7453fbca2d7073583556833dbe4f3cee6923ab612c596ae2e340b6b9183cec3b570176af7373a044e25b33748b2ee875538dba0ea63836459b1b0e325ca459ff&e=c26c685c30b29b065db8e85a10660878236898480020593bc2edbcb62432f395
https://cms-www.mhlw.go.jp/alaya/public_service?CONTENT_TYPE=application&CONTENT_SUB_TYPE=vnd.openxmlformats-officedocument.spreadsheetml.sheet&FILE=content/202402/0012169871.xlsx&path=bfa74ae048b5359e7453fbca2d7073583556833dbe4f3cee6923ab612c596ae2e340b6b9183cec3b570176af7373a044e25b33748b2ee875538dba0ea63836459b1b0e325ca459ff&e=c26c685c30b29b065db8e85a1066087868cfa81d729a26edb97fb14770c9145b
https://cms-www.mhlw.go.jp/alaya/public_service?CONTENT_TYPE=application&CONTENT_SUB_TYPE=pdf&FILE=content/202402/0012169881.pdf&path=bfa74ae048b5359e7453fbca2d7073583556833dbe4f3cee6923ab612c596ae2e340b6b9183cec3b570176af7373a044e25b33748b2ee875538dba0ea63836459b1b0e325ca459ff&e=c26c685c30b29b065db8e85a1066087884b1991f9abea4eec2edbcb62432f395


（皮膚若しくは眼に障害を与 えるおそれ又は皮膚から吸収され、若しくは皮膚に侵

入して、健康障害を生ずるおそれがあることが明らかなものをいう。）を製造又は取

り扱う場合は、令和６年４月１日から不浸透性の保護具の使用が義務付けられます。  

また、皮膚若しくは眼に障害を与えるおそれ又は皮膚から吸収され、若しくは皮膚に

浸入して、健康障害を生ずるおそれないことが明らかでない化学物質等を製造し、又

は取り扱う場合は、令和５年４月より不浸透性の保護具の使用が努力義務となった

ところです。 

また、政省令改正の中で、ばく露防止のために保護具を着用する場合、保護具の適

切な選択、使用、保守管理を行う「保護具着用管理責任者」を選任することが令和６

年４月１日より義務付けられるところです。 

本マニュアルは、主に保護具着用管理責任者の皮膚障害等防止用保護具の適切な

選択・使用・保守管理の実施を推進するために作成されたものであり、化学防護手袋

の選定方法等について取りまとめられております。 
  
  
厚生労働省 労働基準局 安全衛生部 
化学物質対策課 環境改善・ばく露対策室 
TEL （代表） 03-5253-1111（内線 5610） 

      （直通） 03-3502-6756 

 


